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＜連絡事項＞
特記なし
＜患者様連絡事項＞
・岡本　将孝様～妻様に架電し、車椅子の必要性はなくなった為、サンメディカル

　　　　　　　 へ来週月曜日に連絡し、契約終了の旨伝えて欲しい事を依頼
しています。

・小坂　君子様～14：30オンライン面会実施。終始穏やかに会話。「私が必要と

されている所へ行って、頑張って働きたい」と。施設入所へ

の意思と労働意欲あり。スラックスや次回のオンライン面会を

依頼したとの事。姉様より、衣類4点、ブジタル時計1個、
電池2個、金銭2000円持ち込みありました。
・高田　マキ様～6/16(木) 12：15～16：00ＧＨ「まちなか」見学予定。母様に
当院へ12：00までに来院して頂くよう依頼しています。

・池田 康憲様～朝食前、歩行中転倒して右手背と左膝に表皮剥離・出血あり。
滅菌ブラスター保護。朝食はホールで摂取。依然として臥床
傾向ですが、気分の落ち込みはない様子。自宅退院に向け、
早急に家族連絡して下さい。
＜要注目患者様＞
・岡本　将孝～ホールで各食全量摂取。呼吸苦なし。悲観的な言動無いものの、
　　　　　　　背中を押される形で移動しています。

・高橋　義明様～ニヤツキあるものの、独語や唸り声なく、対面時も礼節保たれて
　　　　　　　　います。
＜勉強会資料＞

❶クライシス・プランとは
①安定した状態を続ける
②具合の悪くなり始めに早めに気付いて自分でできることをする、また
周りの人に助けてもらう
③具合が悪くなったときの自分でできることをする、また周りの人に
助けてもらう、そのために具合の良いときにあらかじめ決めておく
計画のことです。
❷クライシス・プランの目的
【安定した状態の維持】
安定した状態を維持し、本来持っている能力や特徴を発揮できること
を目指します。
【悪化の早期発見と対処・対応】
注意状態（注意サイン）に早めに気付き、自分での対処や支援者の対応
によって早めに立て直すことを目指します
【状態悪化時の円滑な対処・対応と希望の尊重】
要注意状態（要注意サイン）に気付き、症状悪化が長引かないように
計画しておいた自己対処や支援者の対応を実行します（臨時受診や
入院も必要になる場合があります）
❸クライシス・プランがあると何がいいの？
　風邪と同じように精神面も早めに手を打つことで、悪化を防ぐことが
できます。また、具合が悪くなってしまったときの対応が決まっている
と、自分や支援者が何をしたら良いか明確になり、スムーズな対処・
対応につながります。
❹クライシス・プランはどんな人に役立つ？
　目標や希望する生活のためには状態が安定しているほうがいいです
よね。
クライシス・プラン⇒目標や希望する生活
特におすすめの方！
☑症状の波がある方
☑就労など新たなチャレンジをしたい方
☑病状悪化を防ぎたい方
☑具合が悪い時にどうしたらいいか分からない方
クライシス・プランのすすめかた
①患者様へクライシス・プランの説明（6/6～6/19）
⇒“クライシス・プランとは”を使用します
②患者様と一緒に相談しながら、プラン作成（6/6～6/19）
⇒“プラン表”を使用します
⇒患者様自身で記載して頂きます
③日々の状態をチェックして頂きます（6/20～7/17）
⇒”セルフモニタリング表”を使用します

⇒毎日？一日おき？

